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事
務
事
業
の
実
績

所
管

都市づくり部

年度

委託内容
なし

人登録者数 78

0

4,411

日 117 130

長期総合
計画体系

 [基本目標]

　「ペットコミュニティエリア適正利用講習」を受講した一般区民

平成

年度

事業区分

施設運営

平成２９年度　事務事業評価シート

要綱等なし根拠法令等

目的達成度 3

効率性

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
162

ペットコミュニティエリアの運営を通じて、犬の苦手な来園者及び犬を連れた来園者双方が共存できる空間を創出し、ペット
を通じた新たなコミュニティ作りを支援すること。

4,472

0

58

ペットコミュニティエリア管理業務委託
一部委託

ペットコミュニティエリアの運営
利用日　：　土曜日・日曜日・祝日（年末年始を除く）、午前9時から午後5時
利用料　：　無料
利用条件　：　①小・中型犬（大きさ　約４０ｃｍまで）　②飼い主が台東区民で、本区で飼い犬登録
　　　　　　　　　③毎年、狂犬病予防注射・混合ワクチンを接種　④事前に「ペットコミュニティエリア適正利用講習会」を受講

補助金の有無

事業対象

事務事業名 ペットコミュニティエリア運営

　

公園課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

その他 〔法令等名〕

 [施　　策] [終了予定]

 [小　　柱]

8,850

0

0

4,471

0

4,904

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

財源項目

(単位：千円)

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

9,376

9,376

0

14,744

0

8,850

運用上の課題や利用状況の調査のため平日の試行を実施した。

0

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

公園などでの不適切利用を抑制するため、飼い主全体のマナー向上と、ペットを通じた新たな
コミュニティづくりを形成するためペットコミュニティエリアの運営は必要である。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

公園内での犬の放し飼い等による不適切利用を抑制し犬の飼い主全体のマナー向上に必要である。

維持

評
価
結
果

利用頭数は微増しており、ペットを通じた新たなコミュニティづくりの一助となっている。

3 利用条件として、適正利用講習会の受講を義務付けることで、飼い主のマナーと犬の適正飼養向上に資する
体制となっている。

3必要性

今後の方向性
拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

２７年度 ２８年度

4,439

4,439

成果指標
利用頭数

7,651　人にかかるコスト（人件費など）

平日試行を実施するにあたり、鍵の開閉を公園の巡回警備会社に委託することによってコストを節約した。

422

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 14,744

4,644

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

100

359 64

403

開設日数

2,449

種　別 指標の名称 (単位)
（３１年度）

２６年度

頭

　決算額　　(単位：千円) 7,092

550


